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日本共産党の石井みちはるです


昨年は大変お世話になりました。


本年もよろしくお願い申し上げます








あけまして


　おめでとうございます





皆様のご支援をいただき市議になりまして早8カ月余りが過ぎま


した。まだまだ力不足でご期待に添えずにおりますが、今年はより


一層市民の皆様の声をお聞きし、市政に届けていきたいと考えてお


ります。くらしは苦しくなる一方ですが、弱い立場の人たちを見捨


てず助け合って何とかがんばっていきたいと思います。


どうぞよろしくお願いいたします。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　





放課後児童クラブの運営指針について


　　今年の６月議会で、私は放課後児童クラブ（学童保育）改善について一般質問を行いました。


　その際、市は藤枝市独自の運営指針を来年度から策定すると答弁がありました。今回はその


中身について質しました。





指導員の待遇、臨時職員のままでいいのか


学童には主任指導員と補助指導


員がいます。現在、小学生が１年間、


学校で過ごす時間が約1,140時間な


のに対し、学童保育で過ごす時間は


それより５００時間も多い約1,600時


間です。子どもにとって生活の場で


ある学童保育の指導員が1年契約


の臨時職員（時給：主任・920円、


補助・870円）で良いのか。


市の答弁は現状で問題ないという


ものです。


　私は今回、同じ臨時職員の立場に


おかれている保育園を例に再質問しました。保育園には臨時職員も多いが、一教室に必ず


一人正規職員の正保育士がいる。それに見合った待遇をし、責任ある体制をとっている。


学童保育もそれに準ずべきではないかということです。


市は、「新指針の中で主任指導員の職務を明確化する予定である。待遇についても正規


職員化を含めて大きな課題として受け止めている。」と言う一歩前進した答弁がありました。


重すぎる運営委員会の負担軽減を


定員を超える申込があった時にどの子を断るか、滞納の問題等々、運営委員の方々には


大変な問題です。運営委員の方々は、地元の自治会長さんや町内会長さん或いはその経験


者の方等がボランティアで携わっていただいています。そうした忙しい方々にこんなことまでお


願いするのは酷ではないでしょうか。私はこうしたことは、設置者である市の責任でやるべきだ


と要求しました。答弁は「今まで以上に市が関わっていくことが必要と考える。」ということでした。


　ほとんど基準すらなかった学童保育で、このように市が指針を作ることは一歩前進ですが、ま


だまだ課題も多いです。4年生以上の拡充は学校側の協力も不可欠と感じています。


今後福祉だけでなく教育分野も連携した行政の取り組みが必要と考え、ひきつづき改善を要


求していきます。
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